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4
0
周
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を
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‖
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工
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4
7
名

出
席
率
対
象
会
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4
6
名

出
席
規
定
免
除
会
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1
名

出
席
率
規
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免
除
会
貝

1
名

当
	
日
	
出
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2
5
名

当
	
日
	
欠
	
席

2
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他
ク
ラ
ブ
出
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7
名

3
2
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出
	
	
	
	
席
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卓
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青
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会
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手
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5
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1
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1
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[
1
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ニ
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4
F

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
i
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
会
長
・
幹
事
。各
委
員
長
退
任
挨
拶
」

次
回
・
6
月
2
5
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

I
I
t
2
3
・
5
1
5
1

殴
剛
Ю

2
0
0
2
～
2
0
0
3

2
0
0
2
～
0
3
年
度

国
際
□
―
タ
リ
ー
会
長

ビ
チ
ヤ
イ
・
ラ
タ
ク
ル

小
笠
原
	
孝
会
長
テ
ー
マ
	
『
仲
間
を
増
や
し
□
―
タ
リ
ー
を
広
め
よ
う
′
』

ま
し
た
が
.
ガ
バ
ナ
ー
は
そ
れ
を
具
体
的
に
次
の
4
項
目
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

①
	
家
庭
に
慈
愛
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う

②
	
ク
ラ
ブ
に
慈
愛
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う

③
	
職
場
を
通
じ
て
慈
愛
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う

④
	
地
域
社
会
・
国
際
社
会
に
慈
愛
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う

私
は
｀仲
間
を
増
や
し
ロ
ー
タ
リ
ー
を
広
め
よ
う
"
を
日
標
に
し
て
き
ま
し
た
が
.
実
際
に
は
ど
う

だ
つ
た
ろ
う
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
増
強
委
員
の
森
会
員
が
相
当
数
の
会
員
を
増
や
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
退
会
さ
れ
た
方
も
増

強
さ
れ
た
数
と
同
じ
位
で
、
昨
今
の
経
済
状
態
と
相
倹
っ
て
.
会
員
数
を
増
す
と
い
う
事
は
非
常
に
大

変
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
外
部
へ
の
負
担
金
や
内
部
の
諸
行
事
に
対
し
て
の
自
己
負
担

分
も
以
外
に
多
く
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
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移
動
案
内
)
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0
8
)

2
0
0
2
～
2
0
0
3
(
第
1
9
2
2
回
例
会
〉
第
4
5
号

6
月
1
1
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
唱
	
我
等
の
生
業

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
川
端
久
雄
君
.
吉
川
孝
臣
君

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝
会
長

0
1
0
・
1
1
グ
ル
ー
プ
会
長
幹
事
会
報
告

6
月
7
日
に
1
0
・
1
1
グ
ル
ー
プ
の
新
・
現
会
長
幹
事
が
あ
っ
た
の
で
次
の
事
を
報
告
し
ま
す
。

①
I
M
の
決
算
に
つ
い
て
担
当
の
函
館
R
.
C
.
よ
り
新
年
度
I
M
が
な
い
と
い
う
事
で
剰
余
金
を

人
頭
割
り
で
各
グ
ル
ー
プ
に
戻
す
事
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

②
次
年
度
交
換
学
生
分
担
金
に
つ
い
て
の
確
認
、
以
前
に
交
換
留
学
生
が
来
た
場
合
、
各
ク
ラ
ブ

の
分
担
金
は
1
人
に
つ
き
1
,
5
0
0
円
と
し
、	
3
人
以
上
に
な
っ
て
も
2
人
分
3
,
0
0
0
円
を
限
度

と
す
る
事
が
決
っ
て
い
る
の
で
、
新
年
度
3
名
来
る
予
定
で
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
分
担
金
は

3
.
0
0
0
円
で
あ
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼

◎
委
員
会
報
告

●
親
睦
活
動
委
員
会
	
増
山
	
	
正
委
員
長

1
8
日
の
夜
間
例
会
'
ン
ャ
ン
ソ
ン
の
タ
ベ
"
の
出
欠
の
返
事
を
至
急
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
増
円
	
定
雄
幹
事

○
当
ク
ラ
ブ
次
週
の
例
会
は
夜
間
例
会
に
変
更
で
す
。

0
7
日
の
1
0
・
1
1
グ
ル
ー
プ
会
長
幹
事
会
の
引
継
ぎ
事
項

①
前
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
対
す
る
謝
礼
	
	
	
1
人

2
0
,
0
0
0
円

②
前
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
対
す
る
活
動
費
	
	
1
人

5
0
,
0
0
0
円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

″ヽ

③
合
同
事
務
所
運
営
担
当
ク
ラ
ブ
を
今
度
は
亀
円
R
.
C
.
が
引
継
ぐ
事
に
決
定

O
函
館
亀
田
R
.
C
.
6
月
2
3
日
移
動
例
会
、
函
館
R
.
C
.
2
6
日
と
函
館
五
稜
郭
R
.
C
.
2
7
日
は
夜
間

例
会
に
変
更
で
す
。

◎
副
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
	
晃
副
幹
事

0
7
月
9
日
の
例
会
を
7
月
5
日
に
移
動
し
、
2
0
0
3
～
2
0
0
4
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
間
の
歓
迎
夜
間
例
会

を
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
久
保
田
	
博
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

中
野

(
2
0
,
)

会
員
…
…
本
日
、
ワ
カ
マ
ツ
ヤ
本
店
に
て
l
I
T
B
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

|
そ
し
て
明
日
か
ら
」

の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。	
8
月
3
0
日
(
■
)
放
送
で
す
。

会
員
…
…
今
日
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。

会
員
…
…
B
O
X
に
協
力
。

会
員
…
…
喜
多
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

会
員
…
…
6
月
8
日
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
松
前
慰
間
行
っ
て
来
ま
し
た
。

青
山

田
畑

茂
木

渡
部

V

◎
新
入
会
員
卓
話
	
	
	
青
山
	
栄
―
会
員

今
日
は
自
分
の
仕
事
に
関
し
た
事
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
森
町
出
身
で
、
森
高
校
を
卒
業
後
あ
る
会
社
に
3
3
年
お
世
話
に
な
り
、
退
社
後
独
立
し
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
会
社
と
同
じ
呉
服
の
卸
し
業
で
、
道
南
・
市
内
。
東
北
を
販
路
と
し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
の
内
容
で
す
が
、
悉
皆
(
し
っ
か
い
)
と
い
つ
て
、
以
前
に
買
っ
た
着
物
や
帯
が
カ
ビ
が
生
え
た
と
か

穴
が
あ
い
た
な
ど
痛
ん
で
着
れ
な
く
な
っ
た
も
の
を
今
の
年
代
に
合
わ
せ
て
作
り
直
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
占
い
も
の
を
無
地
に
染
め
た
り
、
色
物
を
黒
に
染
め
紋
の
入
っ
た
も
の
に
す
る
、
或
は
色
無
地
を

小
紋
に
す
る
位
は
で
き
た
の
で
す
が
、
今
迄
は
織
っ
た
も
の
と
か
帯
に
関
し
て
は
色
を
か
け
る
事
な
ど

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
技
術
が
発
達
し
て
、
例
え
ば
赤
い
帯
び
を
茶
色
に
す
る
と
か
、
大

島
や
紬
等
も
色
を
変
え
て
作
り
直
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

着
物
を
一
杯
持
っ
て
い
る
が
、
着
れ
な
く
な
っ
た
と
か
カ
ビ
が
生
え
た
と
か
い
う
も
の
を
生
き
変
ら

せ
る
、	
と
い
う
事
が
今
迄
に
な
い
呉
服
屋
の
あ
り
方
で
す
。

◎
松
見
	
惨
ニ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

現
在
、
次
期
北
村
会
長
の
肝
入
り
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
中
で
す
。
内
容
と
し
て
は
先
ず
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
ト
ビ
ッ
ク
ス
を
2
コ
マ
位
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。	
ト
ビ
ッ
ク
ス
は
押

出
し
式
で
す
の
で
、
例
会
の
写
真
と
コ
メ
ン
ト
入
れ
3
コ
マ
位
に
し
、
あ
ま
り
大
き
い
ペ
ー
ジ
数
は
設

定
し
な
い
で
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
と
今
度
の
夜
間
例
会
の
写

真
を
ト
ッ
プ
ベ
ー
ジ
に
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
委
員
会
名
簿
と
会
員
名
簿
を
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
名
簿
に
は
名
前
と
職
業
・
電
話

番
号
と
し
住
所
は
入
れ
な
い
予
定
で
す
。
尚
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
は
そ
こ
に
リ
ン
ク
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ア
ド
レ
ス
を
お
報
せ
下
さ
い
。

次
に
先
の
事
で
す
が
、
会
員
名
簿
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
の
会
員
の
P
R
的
な
も
の
が
出
て
く
る
よ

う
な
事
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
取
り
あ
え
ず
5
ペ
ー
ジ
位
で
始
め
る
予
定
で
す
。
一
番
肝
心
な

の
は
会
長
の
ク
ラ
ブ
方
針
な
の
で
、
次
期
会
長
と
し
て
は
4
0
周
年
を
迎
え
る
事
を
ア
ク
セ
ス
し
た
人
達

に
大
々
的
に
見
て
欲
し
い
と
い
う
希
望
な
の
で
、
そ
の
辺
を
う
ま
く
と
り
こ
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◎
小
笠
原
	
孝
会
長

こ
の
機
会
に
会
長
と
し
て
ガ
バ
ナ
ー
が
話
し
て
た
事
を
ど
の
程
度
実
行
で
き
た
の
か
反
省
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
会
長
の
ビチ
ャ イ
。ラ
ク
タ ル
さん

|
よ
猛
愛
の種
を播
き
ま
し
よ
う
'
'
と
提
案
され
て
い
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